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【用語

◆共生細

 昆虫の

合には共

たし、不

虫（植食

有してい

て共生細

 

◆共生器

 宿主生

ムシでは

いう共生

状の突起

 

◆バーク

 プロテ

多くは植

 

◆遺伝的

 生物が

によって

子を特定

 

◆マルピ

 昆虫や

数本が体

て体外に

 

◆トラン

 転移因

遺伝子に

特定の塩

れている

 

◆べん毛

 細菌が

場所や本

語の説明】

細菌 

の体内に生息

共生細菌と総

不足栄養素の

食性昆虫）、

いる。ホソヘ

細菌を次世代

器官 

生物の体内の

は、腹部体腔

生器官を構築

起）が配列し

クホルデリア

テオバクテリ

植物根圏に生

的基盤 
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て決まってい
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ピーギ管 

やその他の節

体腔中に伸び

に排出される

ンスポゾン 

因子とも呼ば

に挿入される

塩基配列を認

る。本研究で
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が細胞表面に

本数は細菌の

 

息し、宿主昆

総称する。多

の補償や食物

衛生害虫

ヘリカメムシ

代へ受け渡す

の特定の組織
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リア門に属す
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いるのであれ

特定の遺伝
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びており、血
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ばれ、ゲノム
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ではランダム

に持つ繊維状
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昆虫の成長と

多くの共生細

物（難分解性

（吸血性昆虫

シなどの一部

す。 

織や器官が微

細菌が充満し

くのカメムシ

官が発達し、

するグラム陰

る。バークホ

性質を決め

れば、その総

伝子のみを破

腎臓のような

血リンパ液中

ム上の位置を

の場合その遺

移するものや

に転移する

状の運動装置

って異なる。

- 7 -

と繁殖に寄与

細菌は宿主の

性の木質など

虫）、家屋害

部のカメムシ

微生物を共生

した菌細胞と

シ類では消化

その内腔に

陰性細菌の一

ホルデリアの

めている遺伝

総体を遺伝的

破壊するなど

な役割を果た

中の老廃物を

を転移できる

遺伝子は不活

や、ランダム

トランスポゾ

置で、遊泳に

 

与する細菌。

の栄養代謝に

ど）の分解消

害虫（木材食

シ類を除く多

生させるのに

呼ばれる巨

化管の後端部

共生細菌を保

種。土壌に普

中でも一部

伝子のこと。

的基盤と呼ぶ

、遺伝子組み

たす老廃物の

を集める。集

る特定の塩基

活化する。ト

ムに転移する

ゾンを用いて

に必要な推進

真菌や原生生

とってきわ

化などが知

性昆虫）の

くの昆虫は

特殊化した

大細胞が集

に多数の盲嚢

保有する。 

普通に見られ

の系統がカメ

その構造や機

。ある構造や

み換え技術が

排出器官。消

積された老廃

配列。トラ

ランスポゾ

ものなどい

て遺伝子破壊

力を生み出す

生物などを含

めて重要な役

られている。

多くが共生細

、母子間伝達

もの。例え

まって、菌細

嚢（盲腸の

れる細菌グル

メムシに共生

機能が複数の

や機能を決め

が有用となる

消化管の後端

廃物は後腸

ンスポゾンが

ンには、ゲ

くつかの種類

壊株の作成を

す。べん毛が

含める場

役割を果

。農業害

細菌を保

達によっ

ばアブラ

細胞塊と

ような袋

ループで、

生する。 

の遺伝子

める遺伝

る。 

端から複

を経由し

が転移し

ノム上の

類が知ら

を行った。 

が生える


